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梅
雨
時
期
か
ら
秋
に
か
け
て

は
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
洪
水
や

土
砂
災
害
、
高
潮
な
ど
の
風
水
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

大
雨
に
つ
い
て
は
、
積
乱
雲
が

発
達
し
て
ご
く
狭
い
範
囲
で
強
い

雨
が
降
る〝
局
地
的
大
雨
〞や
、
前

線
や
低
気
圧
な
ど
の
影
響
で
激
し

い
雨
が
数
時
間
に
わ
た
っ
て
降
り

続
く〝
集
中
豪
雨
〞が
全
国
で
発
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18.0
気候変動監視レポート2009（気象庁）から抜粋

あ
な
た
の
備
え
は
十
分
で
す
か

　
　
〜
突
然
起
こ
る
自
然
災
害
に
備
え
て
〜

生
。
別
表
１
は
、
気
象
庁
が
全
国

の
約
１
、
３
０
０
カ
所
に
設
置
し

て
い
る
地
域
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

（
通
称
＝
ア
メ
ダ
ス
）
で
観
測
し

た
、
１
時
間
降
水
量
50
㎜
と
80
㎜

以
上
の
年
間
発
生
回
数
の
平
均
デ

ー
タ
で
す
。
昔
と
比
べ
て
発
生
回

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で
は
、

平
成
18
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、

河
浦
地
域
を
中
心
に
家
屋
の
損
壊

７
棟
、
床
上
浸
水
48
棟
、
床
下
浸

水
１
７
２
棟
の
ほ
か
、
農
作
物
へ

の
被
害
や
冠
水
、
土
砂
崩
れ
に
よ

る
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
の
被
害

が
発
生
（
上
写
真
参
照
）。

　

一
方
、
台
風
に
お
い
て
も
、
平

成
３
年
の
台
風
19
号
の
ほ
か
、
同

11
年
に
発
生
し
た
台
風
18
号
で
は

牛
深
で
最
大
瞬
間
風
速
66
・
2
ｍ

を
観
測
す
る
な
ど
、
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
地

震
多
発
国
で
す
。
３
月
11
日
に
三

陸
沖
を
震
源
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
観
測
史
上
最
大
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
観
測
。

東
日
本
各
地
で
強
い
揺
れ
が
生
じ

る
と
と
も
に
、
太
平
洋
沿
岸
を
中

心
に
高
い
津
波
が
押
し
寄
せ
、
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

天
草
地
域
で
も
、
有
明
・
八
代
海
、

天
草
灘
沿
岸
に
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
、
本
渡
港
で
は
80
㎝
の
津
波

を
観
測
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
周
辺

に
は
、
阿
蘇
外
輪
山
の
西
側
斜
面

か
ら
八
代
海
南
部
に
至
る
「
布
田

川
・
日
奈
久
断
層
帯
」、
長
崎
県

の
島
原
半
島
と
そ
の
周
辺
の
海
域

に
分
布
す
る
「
雲
仙
断
層
群
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
断
層
は
、

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の

調
査
対
象
断
層
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
30
年
の
間
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
０
級
の
地
震
が
発
生
す
る

確
率
が
高
い
（
３
％
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
８
８
９
年
の
熊
本
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
３
）

の
震
源
と
な
っ
た「
立
田
山
断
層
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
津
波

に
対
す
る
注
意
も
必
要
で
す
。

　

な
お
、
各
断
層
の
分
布
は
右
図

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〝
災
害
は
い
つ
か
必
ず
起
こ
る
〞

と
い
う
意
識
を
持
っ
て

　

こ
の
よ
う
に
、
天
草
市
に
お
い

て
も
、
最
近
の
気
象
傾
向
や
過
去

の
大
雨
・
台
風
被
害
、
周
囲
に
大

き
な
地
震
や
津
波
を
引
き
起
こ
す

断
層
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

突
然
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
可
能

性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　
〝
災
害
は
い
つ
か
必
ず
起
こ
る
〞

と
い
う
意
識
を
常
に
持
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
防
災

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

雨量（㎜/時間）

10以上 20未満

20以上 30未満

30以上 50未満

50以上 80未満

80以上

表　現

やや強い

強　い

激しい

非常に激しい

猛烈な

雨の降り方

ザーザーと降る

どしゃ降り

バケツをひっくり返したように降る

滝のように降る

息苦しくなるような圧迫感がある

□雨量や降り方など　　　　　　　　　　　　 □アメダスでみた大雨発生回数の長期変化　別表１
年間発生回数（平均）

年

□天草地域周辺の断層位置図
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布田川・
日奈久断層

天草

地
震
・
津
波
に
も
注
意
が
必
要

　

豊
か
で
美
し
い
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
う
え
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
と
き
に
自
然
は
大
雨
や
台
風
、
地
震
、
津
波
な
ど

を
起
こ
し
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て
私
た
ち
を
襲
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
は
、
人
間
の
力
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
に

よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

―
。
皆
さ

ん
も
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

１時間降水量

み

ぞ　

う
梅
雨
時
期
か
ら
秋
に
か
け
て
は

　
　
　
　
大
雨
や
台
風
が
発
生

防災特集


